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再生可能エネルギー転換を考慮した農業政策策定
と多属性効用分析に基づく多目的評価

林田　智弘，西崎　一郎
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1. 問題の簡単な説明と得られた結果

年間日照時間が長く太陽熱エネルギーを効率的に利
用可能な農業地域では，ビニルハウスを用いた農作物
の促成栽培が行われています．しかし，気温の上がり
にくい冬季はビニルハウスの効果を高めるために石油
ボイラーが用いられており，これが空気汚染の原因と
なっています．さらに，化学肥料の過剰投与による土
壌汚染や河川の水質低下など，農業に起因する環境汚
染も問題となっています．
本研究では，ビニルハウスによる促成栽培が特に多

い宮崎県南部の大淀川流域の農業地域に着目していま
す．ビニルハウスにおける熱源確保のために太陽熱を
効率的に利用することで空気汚染の軽減を実現し，さ
らに有機肥料の利用促進，流通経路や農業活動のモニ
タリングを行うことにより，環境問題だけではなく経
済性も考慮した農業活動が期待できます．本研究では
このような農業活動に関連するいくつかの要素を組み
合わせた 300の農業政策を策定し，利害関係者となる
農業従事者の意向も考慮した多属性効用分析 [1] に基
づく多目的評価を行い，合理的に農業政策を選択する
ことができました．

2. 多属性効用分析

自治体が政策を施行すれば，多くの人々がその影響
を受けることになるため，このような公共的意思決定
問題においては，関係者の意向を考慮した合理的な意
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思決定がなされるべきです．本研究では，多目的意思
決定問題において意思決定者の選好の定量的評価に基
づく意思決定手法である多属性効用分析を応用して，
宮崎県における農業政策を評価・選定します．
多属性効用分析では，数値化可能な複数の属性によ

り構成される意思決定問題を取り扱います．そして，
単一属性効用関数により，各属性値に対する意思決定
者の満足度を効用値として定量的に評価します．次に，
属性間のトレードオフ関係を定量的にあらわすスケー
ル定数を同定することで，目的構造全体に対する多属
性効用関数が同定されます．多属性効用関数に基づい
てすべての代替案を多目的評価することによって，意
思決定者の選好に基づく合理的な選択が可能となりま
す．すなわち，多属性効用関数は，目的を構成する数
値化可能な複数の属性と，その属性値に対する意思決
定者の満足度を定量的に評価した効用値の関係を示す
ものと解釈できます．
ここで，数学的に多属性効用関数を表現します．n個

の属性X1, X2, . . . , Xnを考え，属性Xiのある実現値を
xiと表し，その n次元ベクトルをx = (x1, x2, . . . , xn)

とします．また，属性Xi (i = 1, 2, . . . , n)に対する単一
属性効用関数をui(xi)，スケール定数を ki, 0 ≤ ki ≤ 1

として，K をK + 1 =
∏n

i=1(Kki + 1)を満たす補助
的なスケール定数とします．いくつかの条件を満たせ
ば，多属性効用関数 U(x)は加法型あるいは乗法型と
なり，(1)式のように表現されます．

KU(x) + 1 =
n∏

i=1

[Kkiui(xi) + 1] (1)

3. 農業政策の策定と評価

本研究では，冬期にビニルハウスを用いた促成栽培
を行っている農業地域において，ソーラーパネルを用
いた太陽熱利用機器への転換による空気汚染抑制を目
的とした農業政策を考えます．さらに，化学肥料を有
機肥料に転換することで土壌汚染や河川汚染の抑制が
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図 1 目的構造体

期待されます．このように下記の 7項目の組み合わせ
により新しい農業政策を策定しました．
1. 太陽熱利用法

S0：太陽熱を利用せず石油ボイラーを利用
S1：太陽熱温水器を利用
S2：ソーラーシステムを利用

2. 太陽熱利用機器設置コスト負担割合
C0：費用の半額を県が負担
C1：費用の全額を県が負担

3. ビニルハウスの形態
H0：二重構造ビニルハウス（現行どおり）
H1：温度自動制御ビニルハウス

4. 肥料の種類
F0：化学肥料
F1：化学肥料と有機肥料の混合肥料
F2：有機肥料

5. 農業政策の適用範囲
R0：大淀川主流の下流域のみ
R1：大淀川主流の全域
R2：大淀川流域全域

6. 流通経路
D0：（既存の流通経路である）JAを介する
D1：JAを介さない

7. 農業製品の品質保証のためのモニタリング活動
M0：行わない，M1：行う．

3.1 目的構造体
本研究では，図 1 に示される目的構造体を想定し，

300 の農業政策を多目的評価しています．

図 2 上位 10 の農業政策と現状に対する効用値

図 1に示されるように，地域の利害関係者として生
産量の特に多いピーマン，ミニトマト，きゅうりに限
定して，複数名の生産者の選好構造を多属性効用分析
に基づいて評価しました．また，選択された農業政策
に投入される補助金額や参加農家数，自然環境への影
響も考慮した多目的評価となっています．かっこ内の
数値は，対応する属性のスケール定数（(1)式）です．

3.2 農業政策の合理的な選定
図 2は評価値（効用値）の高い上位 10の政策と現状に

対する効用値を表しています．最も高い効用値 0.9399

を持つ農業政策の組み合わせ S1C0H0F2R2D1M1 を
選択することが合理的であることがわかります．
多属性効用分析には煩雑な計算が伴いますが，専用

アプリケーションMIDASS [2]を用いることで効率的
に計算することができます．

4. おわりに

多くの地域住民が利害関係にある地方自治体におい
ては，すべての利害関係者に配慮した合理的な選択は
難しいです．本稿では，多属性効用分析を応用した合
理的な集団意思決定についての適用研究を紹介しまし
た．筆者らは，これまでに広島県における森林保全政
策の評価 [3] など，他自治体の政策評価も実施してい
ますので，ご参照ください．
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